別紙様式Ｆ
箇所別調書及び理由書　（翌債承認に係るもの）
（目）　□□□委託費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
	事項
	機関名
	事業概要
	（当初計画）
変更計画
	交付・契約額
	左の額の支出見込額内訳
	事業完了
予定年月日
	事由

	
	
	
	
	
	本年度分
	翌年度分
	
	

	
	
	
	下表参照
	
	
	
	
	



当初計画及び変更計画
	計画
	令和○○年度
	令和○○年度

	
	4月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月
	10月
	11月
	12月
	1月
	2月
	3月
	4月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月
	10月
	11月
	12月
	1月
	2月
	3月

	当初
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	変更後
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	




[bookmark: _GoBack]箇所別調書及び理由書　（翌債承認に係るもの）記入例

（目）食品健康影響評価技術研究委託費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
	事項
研究課題名を記入する。
	機関名
	事業概要
	（当初計画）
変更計画
	交付・契約額
	左の額の支出見込額内訳
	事業完了
予定年月日
	事由

	
	
	
	
	
	本年度分
	翌年度分
	
	

	○○に関する研究
	×××大学
	50字程度
	当初契約履行期間
令和○年○月○日～令和○年○月○日

【実施計画】
下表のとおり
	10,000,000以下の項目について記述すること
・事由（記号等）※
・繰越事由の発生した時期
・発生した出来事とその影響

	6,500,000
	3,500,000
	令和○○年6月30日
	1 キ
計画に関する諸条件（調達機器の仕様の変更）（○月上旬）

　平成20年7月に総合科学技術会議が策定した「iPS細胞研究の推進について(第1次とりまとめ)」の中で、iPS細胞を用いた疾患病態解明に向けた研究着手やiPS細胞に関する標準化の必要性が指摘されたこと等により、iPS細胞研究拠点の研究体制整備(・・・・・)が第一次補正予算で措置された。
　当該業務に必要な設備(・・・・・)については年度内に納入する予定で進めていたが、近々の予備実験結果により、当初予定していた設備では、十分な解析・分類ができないことが判明したため、仕様の検討に当初の予定より約1.5ヶ月要することとなり、更に仕様変更による設備の高度化に伴い、納入期間も当初の予定より約1.5ヶ月要することが判明した。



当初計画及び変更計画
	計画
	令和○○年度
	令和○○年度

	
	4月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月
	10月
	11月
	12月
	1月
	2月
	3月
	4月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月
	10月
	11月
	12月
	1月
	2月
	3月

	当初
	事前調査
○○調査の実施
調査結果の分析
学会発表及び研究成果取りまとめ
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	変更後
	事前調査
○○調査の実施
調達機器の仕様の変更
調査結果の分析
学会発表及び研究成果取りまとめ
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


※繰越の事由（記号等）は「競争的研究費における各種事務手続き等に係る統一ルールについて」（本マニュアルⅣの２参照）の別紙７参照。

